
 

 

 

 

 

 

 

syslog-ng Store Box 7 LTS 

アップグレードガイド 

Rev.1.0 

 

 

 

 

2023.6.5 

 

 

  



 

 

 

 

 

目次 

1 まえがき ...................................................................................................................................................................... 1 
2 前提条件と注意事項 ............................................................................................................................................. 1 

2.1 SSB のバージョン番号 ................................................................................................................................ 1 
2.2 アップグレードパス ....................................................................................................................................... 1 

2.2.1 ダイレクトアップグレードパスのガイドラインとサポート ............................................................. 2 
2.2.2 考えられるアップグレードパスのシナリオと、推奨されるアップグレードパス ................... 3 
2.2.3 現在のバージョンへのアップグレードパス ..................................................................................... 4 

2.3 アップグレードチェックリスト ...................................................................................................................... 4 
3 SSB 7 LTS へのアップグレード ......................................................................................................................... 6 

3.1 SSB のアップグレード（シングルノード） ................................................................................................ 6 
3.2 SSB クラスタのアップグレード .................................................................................................................. 7 
3.3 SSB ライセンスのアップデート.................................................................................................................. 8 

4 トラブルシューティング .......................................................................................................................................... 9 
 

変更履歴 

版 発行日 変更内容 

Rev.1.0 2023/6/5 新規作成 



 

 

 

 

 

お問合せ先、およびカスタマーポータル 

 

ジュピターテクノロジー株式会社（Jupiter Technology Corp.） 

 

住所：   〒183-0023 東京都府中市宮町一丁目 40 番地 KDX 府中ビル 6F 

URL：   https://www.jtc-i.co.jp/ 

TEL： 042-358-1250（代表）  FAX： 042-360-6221 

ご購入のお問い合わせ： 

お問い合わせフォーム https://www.jtc-i.co.jp/contact/scontact.php  

メール   sales@jtc-i.co.jp 

製品サポートのお問い合わせ： 

カスタマーポータル https://www.jtc-i.co.jp/support/customerportal/ 

評価版のダウンロード： 

https://www.jtc-i.co.jp/support/download/ 

 

 

https://www.jtc-i.co.jp/
https://www.jtc-i.co.jp/contact/scontact.php
mailto:sales@jtc-i.co.jp
https://www.jtc-i.co.jp/support/customerportal/
https://www.jtc-i.co.jp/support/download/


 

 

 

 

syslog-ng Store Box 7 LTS アップグレードガイド 

Rev.1.0 

  1 / 10 

1 まえがき 

本書は、既存の syslog-ng Store Box (SSB)を SSB 7 LTS にアップグレードするプロセスを説明し

ます。このドキュメントの主な目的は、SSB の新しいバージョンへの移行を計画するシステム管理

者を支援することです。 

SSB でのバージョン管理とサポートされているアップグレードパスの詳細については、「2.1 SSB の

バージョン番号」および管理者ガイドの「SSB のバージョンとリリース」を参照してください。 

 
注意： 

アップグレードする前に本書を熟読してください。 

2 前提条件と注意事項 

2.1 SSB のバージョン番号 

syslog-ng Store Box (SSB) のすべてのリリースは、以下のカテゴリに属します(それぞれのメン

テナンスリリースを含む)。 

 LTS (長期サポート) リリースバージョン 

フォーマット：<メジャー番号.0.メンテナンス番号> 例、6.0.0、6.0.1 

詳細については、syslog-ng Store Box Product Life Cycle Table の Long Term Support (LTS)

セクションを参照してください。 

 フィーチャーリリースバージョン 

フォーマット：<メジャー番号.マイナー番号.メンテナンス番号> 例、4.9.1、6.5.0 

詳細については、syslog-ng Store Box Product Life Cycle Table の Feature release セクショ

ンを参照してください。 

2.2 アップグレードパス 

以下のセクションには、syslog-ng Store Box (SSB) でサポートされている直接アップグレードパス

の一般的なガイドライン、可能なアップグレードシナリオ、LTSまたはフィーチャーリリースから LTS

https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/guide/ssb_7lts_admin_guide.pdf
https://support.oneidentity.com/ja-jp/syslog-ng-store-box/lifecycle
https://support.oneidentity.com/ja-jp/syslog-ng-store-box/lifecycle
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またはフィーチャーリリースへのアップグレードに推奨されるアップグレードパス、および SSB の現

在のバージョン(現在はバージョン 7.0 LTS)への可能なアップグレードパスに関する詳細情報を提

供します。 

2.2.1 ダイレクトアップグレードパスのガイドラインとサポート 

このセクションでは、syslog-ng Store Box (SSB)でサポートされているダイレクトアップグレードパス

の一般的なガイドラインを示します。 

考えられるアップグレードシナリオ、および LTS またはフィーチャーリリースから LTS またはフィー

チャーリリースにアップグレードするための推奨されるアップグレードパスの詳細については、

「2.2.2 考えられるアップグレードパスのシナリオと、推奨されるアップグレードパス」を参照してくだ

さい。 

SSB の現在のリリース(バージョン 7.0 LTS)への特定のアップグレードパスの詳細については、

「2.2.3 現在のバージョンへのアップグレードパス」を参照してください。 

ダイレクトアップグレードパスの一般的なガイドライン 

以下の一般的なガイドラインは、ダイレクトアップグレードパスに常に適用されます。 

 メンテナンスバージョンの前提条件 

LTS またはフィーチャーリリースバージョンからアップグレードする前に、使用しているリリー

スの最新の利用可能なメンテナンスバージョンがインストールされていることを必ず確認して

ください。それ以外の場合は、常に、使用しているリリースバージョンの最新の利用可能なメ

ンテナンスバージョンにダイレクトアップグレードしてください。 

Example 2.1 アップグレード前のメンテナンスバージョンの前提条件の確認 

以下の例は、ダイレクトアップグレードできず、最初にメンテナンス要件を満たす必要がある場合の 2 つの

異なるアップグレードシナリオを示しています。 

 フィーチャーリリースバージョン 

SSB アプライアンスのフィーチャーリリースバージョンが 4.9.0 の場合は、4.9.1 (つまり、利用可能な

最新の 4 F9 メンテナンスバージョン)にダイレクトアップグレードしてからアップグレードする必要があ

ります。 

 LTS バージョン 

SSB アプライアンスが 5.0.1 の場合、バージョン 5.0.4(つまり、利用可能な最新の 5 LTS メンテナンス 

バージョン)にダイレクトアップグレードしてからアップグレードする必要があります。 

 サポートされているダイレクトアップグレードのシナリオ 
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ダイレクトアップグレードのシナリオは、次の LTS リリース(または以前のバージョン)間でのみ

使用できます。 

Example 2.2 ダイレクトアップグレード 

例えば、バージョン 5.0.4 から、バージョン 5.1.0、5.2.0、...、6.0.1 に直接アップグレードできます。ただし、次

の LTS リリースよりも大きいバージョン(例えば、バージョン 5.1.0 からバージョン 6.5.0)への単一ステップで

のダイレクトアップグレードは実行できません。 

 

 注釈： 

単一ステップでのアップグレード(例えば、バージョン 5.1.0 からバージョン 6.5.0 へのダイ

レクトアップグレード)を実行することはできませんが、バージョン 5.1.0 からバージョン

6.5.0 に 2 つのステップでアップグレードできます。最初に 5 LTS の最新の利用可能なメ

ンテナンスバージョンにアップグレードし、その後、さらにバージョン 6.5.0 にアップグレー

ドします。 

2.2.2 考えられるアップグレードパスのシナリオと、推奨されるアップグレ

ードパス 

以下の例は、考えられるアップグレードシナリオと、LTS またはフィーチャーリリースから LTS また

はフィーチャーリリースにアップグレードするための推奨されるアップグレードパスを示しています。 

例 From To 推奨される(最適な)アップグレードパス 

LTS から次の LTS アップグレード 5.0.0 6.0.1 5.0.0 から 5.0.4、次に 6.0.5 

複数のアップグレード手順を伴う複

雑なアップグレード 

4.9.0 6.5.0 4.9.0 から 4.9.1、次に 5.0.4、そして 6.0.1、

さらに 6.5.0 

単一ステップでのダイレクトアップグ

レード 

6.1.0 6.5.0 6.1.0 から 6.5.0 

古いリリースから、最初に 6 LTS にアップグレードします。詳細については、syslog-ng Store Box 6 

LTS アップグレードガイドを参照してください。 

 注釈： 

古いリリースからアップグレードする場合、各アップグレードガイドとリリースノートを必ず確認

してください。 

SSB の現在のリリース(バージョン 7.0 LTS)への特定のアップグレードパスの詳細については、

「2.2.3 現在のバージョンへのアップグレードパス」を参照してください。 

https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/guide/upgradeguide_ssb_6lts.pdf
https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/guide/upgradeguide_ssb_6lts.pdf
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SSB でサポートされているダイレクトアップグレードパスのガイドラインの詳細については、「2.2.1

ダイレクトアップグレードパスのガイドラインとサポート」を参照してください。 

2.2.3 現在のバージョンへのアップグレードパス 

このセクションには、syslog-ng Store Box (SSB)の現在のバージョンへの可能なアップグレードパ

スに関する詳細情報が含まれています。最新の SSB バージョンは 7.0 LTS です。 

SSB のバージョン管理の詳細については、「2.1 SSB のバージョン番号」を参照してください。 

SSB でサポートされているダイレクトアップグレードパスのガイドラインの詳細については、「2.2.1

ダイレクトアップグレードパスのガイドラインとサポート」を参照してください。 

SSB の現在のバージョン(バージョン 7 LTS)へのアップグレードパス 

SSB バージョン 7 LTS へのアップグレードは、以下のアップグレードパスシナリオを使用してテスト

およびサポートされています。 

 最新の SSB 6 LTS メンテナンスバージョン(6.0.x など)からバージョン 7 LTS。 

 注釈： 

バージョン 7 LTS にアップグレードする前に、必ず 6 LTS の最新の利用可能なメンテナン

スバージョンにアップグレードしてください。 

 バージョン 7 LTS 以前の、まだ廃止されていないフィーチャーリリースの最新のメンテナンス

バージョン。 

2.3 アップグレードチェックリスト 

以下のリストは、すべての構成に適用されます。 

 SSB アプライアンスのファームウェアが”tainted”(ファイルがローカルで変更)でないことを確

認します。ファームウェアが”tainted”の状態の場合、[Basic Settings]>[System]>[Version d

etails]ページにワーニングが表示されます。 

ファームウェアが汚染されている場合、アップグレードはサポートされません。ファームウェア

が汚染されている場合は、カスタマーポータルまでお問い合わせください。 

 コンフィグレーションおよびデータをバックアップします。 

コンフィグレーションおよびデータのバックアップの詳細については、SSB 管理者ガイドの「デ

https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/guide/ssb_6lts_admin_guide.pdf
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ータおよびコンフィグレーションのバックアップ」を参照してください。 

 より安全にするために、SSB の現在のコンフィグレーションもエクスポートします。 

詳細については、SSB 管理者ガイドの「6.3.7 SSB のコンフィグレーションのエクスポート」を

参照してください。 

 新しい 7 LTS のライセンスが必要です。弊社に連絡して頂ければ手配致します。ライセンスフ

ァイルは長期リリースごとに固有であるため、SSB 7 LTS にアップグレードすると、以前のライ

センスが削除されます。 

 弊社電子納品サイトより最新の SSB ファームウェアをダウンロードします。 

各ファームウェアの詳細については、SSB 管理者ガイドの「SSB のファームウェア」を参照し

てください。 

 アップデートする前にファームウェアのバージョンヒストリー（チェンジログ）をお読みください。

バージョンヒストリーにはファームウェアバージョンに固有の追加の説明が含まれています。 

バージョンヒストリーは、弊社バージョンヒストリーサイトより入手できます。 

HA クラスタの場合、以下も適用されます。 

 注意： 

高可用性(HA)モードで SSB バージョン 7 LTS にアップグレードする前に、最後のアップグレー

ド以降にノードが再起動されていることを確認してください。それ以外の場合は、SSB をバージ

ョン 7 LTS にアップグレードする前にノードを再起動する必要があります。 

 スレーブノードへの IPMI アクセスが必要です。IPMI インターフェースの使用方法の詳細につ

いては、以下のドキュメントを参照してください。 

 SSB 3000 および SSB 3500 では、Latest IPMI firmware for Syslog-ng Store Box 

3000/3500 and One Identity Safeguard for Privileged Sessions 3000/3500 

appliances(英文)を参照してください。 

 HA ステータスがデグレードしていないことを[Basic Settings]>[High Availability]ページで確認

します。 

 ジオクラスタを有効にした HA クラスタの場合 

実際にアップグレードする 1 時間前にファームウェアのアップロード手順を実行してください。

ジオクラスタはマスター-スレーブの同期に遅延が発生し、スレーブノードはマスターノードか

ら新しいファームウェアを適時に同期することができない可能性があります。 

https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/guide/ssb_6lts_admin_guide.pdf
https://www.jtc-i.co.jp/support/edelivery/
https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/guide/ssb_7lts_admin_guide.pdf
https://www.jtc-i.co.jp/support/releasenote/releasenoteindex.html
https://support.oneidentity.com/kb/4278437/latest-ipmi-firmware-for-syslog-ng-store-box-3000-3500-and-one-identity-safeguard-for-privileged-sessions-3000-3500-appliances
https://support.oneidentity.com/kb/4278437/latest-ipmi-firmware-for-syslog-ng-store-box-3000-3500-and-one-identity-safeguard-for-privileged-sessions-3000-3500-appliances
https://support.oneidentity.com/kb/4278437/latest-ipmi-firmware-for-syslog-ng-store-box-3000-3500-and-one-identity-safeguard-for-privileged-sessions-3000-3500-appliances
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仮想環境で SSB をアップグレードする場合、以下も適用されます。 

 注釈： 

仮想環境をセットアップする時は、CPU、メモリの可用性、I/O サブシステム、ネットワークイン

フラストラクチャなどの構成の側面を慎重に検討して、仮想層で必要なリソースを利用できる

ようにします。環境仮想化の詳細については、One Identity の製品サポートポリシーを参照し

てください。 

 アップグレードプロセスを開始する前に仮想マシンのスナップショットを作成してください。 

 コンソールリダイレクションを設定して有効にします（仮想マシンで許可されている場合）。 

アップグレード中、SSB はアップグレードの進捗状況および可能性のある問題に関する情報を、

IPMI(ILOM)あるいはコンソールアクセスでモニターできるコンソールに表示します。 

最初に、非本番(仮想など)環境でアップグレードプロセスをテストすることを推奨します。 

SSB のアップグレードはリブートが必要です。潜在的なデータ損失を防ぐために、メンテナンス時

間中にのみ、本番機をアップグレードすることを強く推奨します。 

3 SSB 7 LTS へのアップグレード 

syslog-ng Store Box (SSB)を 7.0 LTS にアップグレードする方法の詳細については、以下の手順

を参照してください。 

3.1 SSB のアップグレード（シングルノード） 

SSB クラスタをアップグレードするには、「3.2 SSB クラスタのアップグレード」を参照してください。

スタンドアローンの SSB ノードを 7 LTS にアップグレードするには、以下の手順を実行します。 

手順： 

1. SSB の着信ログトラフィックを受け入れることを停止します。[Basic Settings]>[System]>[Ser

vice control]に移動して、[Disable]をクリックします。 

2. 推奨手順：アップグレード後の潜在的な問題をトラブルシューティングするために、ここで、シ

ステム情報を収集し保存（デバッグバンドルの作成）します。 

[Basic Settings]>[Troubleshooting]>[System debug]に移動し、[Collect and save current 

system state info]をクリックします。 

https://support.oneidentity.com/essentials/support-guide#tab3
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3. web インターフェースを使用して SSB のファームウェアをアップデートします。 

a. [Basic Settings]>[System]>[Upgrade]に移動します。 

b. 新しい ISO ファイルをアップロードします。 

c. アップロード完了後、[Upgrade and reboot node]クリックします。 

4. SSB の web インターフェースにログインして、アップグレードが成功したことを確認します。 

[Basic Settings]>[System]>[Version details]に移動し、SSB のバージョン番号をチェックしま

す。問題が発生した場合は、「4 トラブルシューティング」の一般的なトラブルシューティング手

順を参照してください。 

5. 新しいライセンスファイルをアップロードします。詳細については、「3.3 SSB ライセンスのアッ

プデート」を参照してください。 

6. SSB の着信ログトラフィックの受信を有効にします。[Basic Settings]>[System]>[Service co

ntrol]に移動し、[Enable]をクリックします。 

3.2 SSB クラスタのアップグレード 

前提条件： 

IPMI インターフェースがネットワークに物理的に接続され、正しく設定されていることを確認してく

ださい。これは、IPMI インターフェースを経由してのみスレーブノードの電源を入れることができる

ので重要です。IPMI インターフェースの設定の詳細については、SSB 管理者ガイドの「SSB のア

ウトバンド管理」を参照してください。 

手順： 

1. SSB の着信ログトラフィックを受け入れることを停止します。[Basic Settings]>[System]>[Ser

vice control]に移動して、[Disable]をクリックします。 

2. 推奨手順：アップグレード後の潜在的な問題をトラブルシューティングするために、ここで、シ

ステム情報を収集し保存（デバッグバンドルの作成）します。 

[Basic Settings]>[Troubleshooting]>[System debug]に移動し、[Collect and save current 

system state info]をクリックします。 

3. web インターフェースを使用して SSB のファームウェアをアップデートします。 

a. [Basic Settings]>[System]>[Upgrade]に移動します。 

https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/guide/ssb_7lts_admin_guide.pdf
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b. ISO ファイルをアップロードします。 

c. アップロード完了後、[Upgrade, reboot master, and shutdown slave]クリックします。 

4. SSB の web インターフェースにログインして、マスターノードのアップグレードが成功したこと

を確認します。 

[Basic Settings]>[System]>[Version details]に移動し、SSB のバージョン番号をチェックしま

す。問題が発生した場合は、「4 トラブルシューティング」の一般的なトラブルシューティング手

順を参照してください。 

5. 新しいライセンスファイルをアップロードします。詳細については、「3.3 SSB ライセンスのアッ

プデート」を参照してください。 

6. IPMI インターフェースを使用してセカンダリーノードをリブートします。 

セカンダリーノードは新しいファームウェアでブートし、プライマリーノードに再接続してデータ

を同期します。同期処理中、特定のサービス（ハートビートを含む）は利用できません。プロセ

スが終了し、セカンダリーノードが完全にブートするまで待ちます。 

7. [Basic Settings]>[System]>[High availability & Nodes]に移動し、セカンダリーノードが接続

されていて、プライマリーノードと同じファームウェアバージョンであることを確認します。 

 注釈： 

SSB クラスタをアップグレードする場合、セカンダリーノードのアップグレードプロセスはテ

ークオーバーが実行された後のみに完了します。 

8. SSB の着信ログトラフィックの受信を有効にします。[Basic Settings]>[System]>[Service 

control]に移動し、[Enable]をクリックします。 

3.3 SSB ライセンスのアップデート 

手順： 

1. 新しいライセンスファイルを準備します。弊社に連絡して頂ければ手配致します。 

2. [Basic Settings]>[System]>[License]に移動します。 

3. [参照]をクリックして、新しいライセンスファイルを選択します。 

圧縮されたライセンス(例、.zip アーカイブ)をアップロードすることができます。 

4. [Upload]をクリックします。 
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4 トラブルシューティング 

web インターフェースで奇妙な動作が起きた場合、まず、SHIFT キーを押しながらブラウザのリロ

ードボタンをクリックして、キャッシュされたバージョンのページを削除してください。 

SSB がアップグレードプロセス中に問題が発生し、元の状態に戻すことができない場合には、

SSB は以下のアクションを実行します。 

 既に設定されている IP アドレスを使用してネットワークインターフェースを初期化します。 

 SSB がシールドモードで稼働していなければ SSB への SSH アクセスを有効にします。これ

により、アップグレードプロセスのログにアクセスが可能になり、サポートが問題を診断して解

決するのに役立ちます。SSH アクセスは、管理アクセスがインターフェースで有効になってい

ない場合でも、すべてのアクティブなインターフェースで有効になることに注意してください。 

web インターフェースが SSB のリブート後 30 分以内に利用できない場合は、ローカルコンソール

に表示されている情報を確認してカスタマーポータルまで連絡してください。 

  

https://www.jtc-i.co.jp/support/customerportal/admin/
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日本語マニュアル発行日 2023 年 6 月 5 日 

本マニュアル原文は『syslog-ng Store Box 7.0 Upgrade Guide 

15 December 2022』です。 

ジュピターテクノロジー株式会社 技術グループ 
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